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成瀬廉二（なるせ　れんじ）
1942年、京都生まれ。北海道大学大学院理学研究科修了。理学
博士。1968～2006年、北大低温科学研究所にて氷河・氷床の
研究と大学院教育に従事。第10次・第14次南極観測越冬隊員、
第34次南極観測夏隊長。パタゴニア氷河調査：計10回。2006年
から鳥取市を拠点にNPO法人氷河・雪氷圏環境研究舎を主宰。
Profile
　第10次南極越冬隊が、1969年やまと山脈近辺で
隕石を初めて発見したのは全く偶然のことだった。地
質の吉田勝さんは、出発前に牛来正夫氏（東京教育大）
から「隕石でもあったら土産に頼むよ」と言われたこと
を回顧しているが、当時はその言葉をまともには受け
とっておらず、越冬中は隕石のことはほとんど頭にな
かったようである。
　私たち内陸旅行隊は、白瀬氷河の流れを調べるた
め三角測量を行ないつつ、やまと山脈に向かって進ん
でいた。12月17日、進行方向の地平線かなたに岩峰
が見えてきた。同時に、地面は固い雪から気泡の多い
白い氷に変わり、また幅数cmのクラックが徐 に々増し、
表面の傾斜が急になり、ついに幅数mのクレバスが
出現するようになった。私は、小型雪上車の助手席の
椅子の上に立ち、天窓を開け、クレバスの分布や大き
さを凝視し、次の最適な測量点を探していた。21日ふ
と雪面の黒いものに目が行った。動物の糞が凍って
丸く固まったような感じがした。近づいてよく見ると、
小児の拳ほどの石だった。
　なぜこんなところに石ころがあるのか？　どこから
運ばれてきたのか？　氷河全体の地形から判断すると、
やまと山脈から流れてくることはあり得ない。そんな
ことを考えながらも道草を食っている余裕はないので、
簡単なメモだけを記帳し、その石ころを拾い雪上車の
床にむきだしでゴロンと投げ入れた。
　その夜吉田さんに「これ隕石じゃない？」とその石を
渡した。隕石の知識は無に近かったのだが、溶岩のよ
うに表面が少し溶けたようにも見えたので、冗談半分
で「隕石」と口から出たのである。その後数日間に先導
役の上田豊君が8個の隕石らしき石を採集した。以
上の計9個は、帰国後の分析によりすべて隕石と判定
された。
　4年後の1973/74年、私は再びやまと山脈を訪れた。
4年間の氷の流れを測定するためである。第14次越
冬中、永田武極地研究所長から「例の隕石は世界中の
専門家から注目されている」旨の電報が送られてきた。
そのため内陸旅行隊では「とくに隕石探しはしないが、
見つけたら拾おう」という方針にした。結局、私は1個
も見かけなかったが、設営兼地質の白石和行君らが
計12個の隕石を採集した。
　やまと隕石の大量発見は、その翌1974年「隕石の
探査と採集」を主目的とした第15次隊から始まる（663
個収集）。爾来、日本が南極で採集した隕石は約
17,000個におよぶ。単に偶然見かけ、大した意図も
なく拾った石だが、結果として惑星起源の研究に大
きく貢献するさきがけになったと思うと感慨深いもの
がある。
南極大型雪上車KD604が 
「機械遺産」に
　1968-69年に昭和基地から南極点まで5,200kmを
往復した【雪上車KD604】が、日本機械学会により「機
械遺産」に認定されました。
　当時の雄姿をそのままに留めて、国立極地研究所
南極・北極科学館に展示しています。
